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「文化祭は、何を表現しようか『考える力』を見ることができました。体育

祭は、頑張り抜き『最後までやり通す力』を感じました。また、クラスの

仲間を最後まで応援する姿をたくさん見ることができました。合唱祭は、

一人一人が自分のパートに責任をもつことで、美しいハーモニーを聞くこ

とができました。行事の中で何を学び、どんなことを受け止めることがで

きましたか。『行事は自分の心を磨き、成長させてくれる場』です。」

エンディングセレモニーで、校長先生がみんなに話をしてくれた内容の一部です。フェスティバ

ルが始まる前に、先生もこの学年通信や学年集会などで、

「行事を通して成長しよう！」

「行事を経験する中で、クラスの絆を深めていこう！」

と声をかけてきました。文化祭・体育祭と経験するう

ちに、少しずつまとまりが出てきたクラス、「やろう

よ！」と声をかけてくれる人が増えてきたことを実感

したのは先生だけではないと思います。また、みんな

の素晴らしい表情にたくさん出会うことができました。

みんなにとって今回のフェスティバルは、まさに『心

を磨き、成長させてくれる場』になっていたはずです。

ただ大切なのはこれからです。最後に校長先生も、「（今回の行事を通して）見つけたもの・

感じたものを今後の生活に生かしてほしい。」と付け加えられました。みんながこれからどう過

ごしてくのか、楽しみに、そして期待をして見守っていきたいと思います。

【駅伝部の頑張り】
金曜日のエンディングセレモニーの後にも紹介がありましたが、土曜日に愛知池周回コース

で『愛日地区駅伝大会』が開催されました。東中学校は、『駅伝部』という部はありません。陸

上部が中心となって活動していますが、毎年、各部から期間限定でたくさんの人が参加してい

ます。今年も、バスケ部や野球部に所属している人が参加しました。

年末年始になるとテレビでも放送されているので、『駅伝』を目にしたことがある人も多いで

しょう。駅伝とは、長い距離を何人かでたすきをつなぐ、日

本発祥のスポーツで、長い歴史と伝統があります。一本の“

たすき”を、何とかゴールまでつなごうと自分の任された距

離を必死に走りきります。まさに校長先生が言われたように、

“たすきをつなぐ→心をつなぐ”スポーツです。だからこ

そ、それだけ人気があり、見ている人の心を打つのです。ぜ

ひ来年以降、みんなの中からもチャレンジをしてくれる人を

待っています。もちろん冬場に、体育の授業でも行います。



初めは全く練習する気がなくて「これで大丈夫

か？」と思っていました。しかし、マイバラード

の歌を作った理由などを知り、みんなやる気にな

って声がだんだん大きくなっていきました。学年

リハーサルの時よりも、合唱祭ではみんな上手に

歌えたと思いました。これも音楽の授業で歌って

練習したり、帰りのＳＴ後に歌の練習をしたりし

て、１－Ａで団結して歌えたからだと思いました。

来年も頑張りたいです。

（Ａ組 鈴木文菜さん・渡辺こころさん）

最初、少しテンポが速くなったけど、み

んな声が出ていたと思います。私たちＢ組

より他のクラスもすごく上手で、Ｇ組が特

に上手だなと思いました。音のテンポや声

の大きさなど、すごかったです。

次回（２年生）で合唱祭をやるときは、

もう少しテンポを合わせやすい曲を歌いた

いと思います。

（Ｂ組 広瀬未奈さん）

僕は合唱祭は、体育祭と違って本番（勝負）

は一度だけしかないため、体育祭とは違う緊

張だった。歌ってみれば、練習の時より声が

小さかった。でも最後まで歌えてよかったと

思いました。この経験を来年などに生かした

い。 （Ｄ組 各務水響さん）

私たち１年Ｅ組は最初はバラバラで、ちゃんと

歌わなかったり、このままで大丈夫なのだろうか

と思う所もたくさんありました。でも表彰式で私

たちのクラスが呼ばれた時、努力は実るんだと思

いました。 （Ｅ組 佐々木鈴華さん）

私たちは初めての合唱祭で不安なことがたく

さんありました。でも、みんなで心を一つにす

ると良い歌・きれいな歌が生まれました。その

時はうれしくて楽しくてたまりませんでした。

『大切なもの』という曲をうまくうまく歌うた

めに強弱をつけて、伸ばす所は伸ばすというこ

とを楽譜に書き意識を高めました。そうすると

もっとよりよい“大切なもの”になりました。

最後はみんなで笑って終われてよかったです。

（Ｆ組 二宮舞華さん）

今回、私は伴奏をさせていただきました。伴奏

は歌を引き立たせ、気持ちよく歌わせることに気

を付けました。それは歌においても一緒で、何か

しら工夫していることが、一人ひとりあったんだ

なと感じました。このクラスでいられるのも、後

約４か月。自分たちの生活も工夫して気持ちよく

過ごしたいです。 （Ｃ組 堀出暁音さん）

ぼくは合唱祭委員をやって、とてもよかったな

と思いました。なぜなら大変なことがたくさんあ

ったけど、とても楽しかったからです。僕は合唱

祭が成功して本当によかったです。

（Ｇ組 秋田陸登さん）

私のクラスはこの合唱祭で前より団結した

と思います。音楽やＳＴ後などたくさん練習

して、たくさん指導してもらいました。そし

て、私たちはそれを生かしました。歌う時は

すごく集中しました。今回、賞は取れなかっ

たけれど、クラス全体がまとまってよかった

と思います。（Ｈ組 福田菜桜さん）


